











































園を泉南地域に持つ根来寺、加えて『政基公旅引付 の九条家のような荘園領主たちが三つ巴、四つ巴と っ 争って た。その隙間を縫う





































































































































































































































が、人物特定には至っていない。本記「仮名序」によれば、同行者の中で墨などの筆記具を携帯し たのは「目黒子」 （才蔵）と「臣」＝呑海軒のみであったとされるので、 書務官
･秘書官的な諸実務を行っていた上




半家来として実に四〇年以上現役で仕えていたこ が判り、 齢未詳ながら「八十八翁」の時の書を残したように、長寿であったことも判明する（ 「願」Ｌ３
･１） 。以下、 （ 「願」Ａ
31） （「願」Ｌ３
･１）などは貝塚



























































弘化三 四六 六 に継職 慶応三年（一八六七）三月二三日
 権






































































































































































































三行目以降の人名は、 前の役付の家来上層に対して、 「御奥老女」 ～ 「女
中端下」 の女中衆 女名 （ 「御勘定所年中行事」 『貝塚市史』 三巻
 
602頁） 、












































































































































































































































































































































































































































     
①犬鳴山＝大阪府泉佐野市大木葛城修験霊場、猟師が自分を助けようとした猟犬を殺したことを悔いた伝承地。犬鳴山七宝瀧寺がある。②地蔵堂＝貝塚市地蔵堂。真言宗御室派寺院近木地蔵堂（宝幢山正福寺） 。③大木＝泉佐野市大木、七宝瀧寺の所在地 ④瀧本坊＝七宝瀧寺本坊。⑤粉川＝和歌山県紀の川市、観音霊場粉河寺所在地。⑥目黒子＝卜半家重臣目黒氏の息子。⑦臣＝筆者（呑海軒） 。
 










































































   
くりかへすことに、この山水に遊ふ心地する、うそ
 










































































































































































やと）頭八幡社前の糸切餅を売る茶店（ 『紀伊名所図会』三巻下） 。④淡嶋＝淡島明神鎮座（和歌山市加太） 。
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和田五色餅名物
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11 ｵ 
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とうふ
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和歌口号
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    ちぬこ三枚
                  
旅舘夜深湖声幽
 
    ふく
  弐ツ
                   寒風燈暗客中愁
 
    あふらめ一ツ
                 飄々不識秋将尽
 
    目張
 
弐ツ
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             頂戴









                                 仰望日本國中人
 









   山頭蘭若暫登臨
                旅舘夜寒欲晩秋
 
   滄海接天秋色深




   紛々風葉此求奥
                枕邉波浪打岩急
 
   落暉幽景直千金
                海外西風動客愁
 
       宿加田浦
    高③
槻周行
 
   旅舎兼漁倚岩邉潮声夜落北窓烟
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 御立
 五ツ時





      加田浦邊御遊覧
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山村
                 峠まて息吹秋の
          
芝蘭
 
    五ツ半
                             清ミつ哉
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川八幡宮御両所様斗
                           秋の宮
 
      御参詣
     






      壱町東建石あり
                            はさまりし
    
    九ツ時
                                                
可良
 
      田⑤
川湊御遊覧




                                                         
 芝蘭
 
                                      かし烟秋の日柿の
 
                                                  しるへ哉
 」
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    九ツ過
                                                 芝蘭
 






   馬駕籠やせハまる秋の
 






      同所屏風短冊写之
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      村中南
かりわに禅寺有
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    目の前に赤う見えたる紅葉哉
 九壽良
   紀伊国屋庄七
 
    通る人このもし おもう蜜柑哉
  同
    御本宿之親類之由
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 漬菜
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   猪口
 梅ほうし
       旅寝もこよひ斗とおもへハ、
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そゝろ心に名残おしくて
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      この年月のうさを忘れて
         月今宵秋も旅寝も
 
   けふハはや元の栖かに帰りけり
      名こり哉
 
   家奴の顔こそ思ひやらるゝ
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                                  」
20 ｵ 
五ツ半時
                          廿九日東雲
                  柳眉
 
  廿九日尾崎御立






               つたのもミちハ浦の山
〳〵




      さひ鮎を国の土産と手に提て可良
 
                                  ふとんたゝんでよい天気なり芝蘭
 
四ツ半







               
小ふね漕出す早川の霜
    一色
 
  奉納之額雑俳写之
              ウ
事足らぬ霞ハ良けれ山景色
   柳眉
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    同所屏風写之
 
あきの日の入江の芦の夕風に
   
    つゝしか岡より本かい道へ出る
 
  うかへる月の影も寒けし
    
     山路ニて御供におくれけるに
     

































    蟻通拝殿前白沙
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紙数廿壱枚
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)   文印
 
2.0×
 
2.0㎝
)は、旧蔵者の蔵書印。
｢呑海軒
｣(長方形白文印
 
1.6×
 
2.8㎝
)
は筆者落款。 国文学研究資料館
｢蔵書印データベース
｣によれば、
｢秋郊文庫
｣(
ID  
14338)・
｢秋郊野人
｣(
ID  
14339)印は二例づつ確認でき、一つは花柳酔史編『野地の
若鹿』
(明治十六年刊
)の巻首、もう一つは鼻山人著『仇此二世物語』上巻
(文
政七年序
)の巻頭に押されたもので、共に松永文庫
(個人
)蔵である。
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〔十丁裏〕
 
本文（馬次村～紀三井寺
[門前旅宿
] 記事部分）
 
 
〔十一丁表〕
 
本文（紀三井寺観音磴道之半石碑之写
 記事部分）
 
〔二十二丁裏〕
 
巻末（卜半家内・御供家来衆書上
 部分）
 
 
〔裏見返し〕
 
